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布（裏）

ムシ

ぬい目線

しつけ

ファスナー
（裏）

スライダー

布（裏）

1 ファスナーをしつけます。

ぬいしろをわり、ぬい目線とファスナーのムシの

中心を合わせて、しつけをします。

スライダーは上に倒します。

0.7 ～ 1cm

0.7 ～ 1cm

布（表）

ファスナーテープ

あき止まり
（返しぬい）

2 左側をあき止まりからぬいます。

ぬい目線から 0.7 ～ 1cm はなして、

あき止まりより上に向かってミシンをかけます。

3 右側をぬいます。

あき止まりを返しぬいで丈夫にぬい止め、

もう一方も 0.7 ～ 1cm はなしてミシンをかけます。

4 仮ぬい部分をほどきます。

■つき合わせファスナーつけ

右にセット

左にセット
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実
用
ぬ
い

いせ込み

ギャザー

いせ込み・ギャザーの寄せ方

★いせ込み：袖山やスカートのウエストギャザーが寄らないように縮めます。

★ギャザー：袖口やスカートのフリルなどに。

2 上糸をよわくします。

1 ぬい目の長さを変えます。

ギャザーは 3.0 ～ 4.0 に、

いせ込みは 1.5 ～ 2.0 にします。

3 ぬい始め、ぬい終りに上・下糸を５cm

くらい出して２本平行にぬいます。

4 下糸を手で引いて、布地を縮めます。

ギャザー いせ込み

  注意
 押えの交換のときは

 電源スイッチを切って

 ください。

よわくなる

   

 模様 No.  00

 押え  基本押え（A）
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ピンタック

■使用例

●ブラウス ●エプロン

2 折り山を伸ばさないように

順にぬっていきます。

1 ピンタックの折り山を

アイロンで折り整えます。

3 ぬい終ったら、ピンタック部分を倒して

（片返しにして）アイロンをかけ、整えます。

  注意
 押えの交換のときは

 電源スイッチを切って

 ください。

ピンタックの
仕上がり幅

折り山

折り山

   

 模様 No.  00

 押え  基本押え（A）

ブラウスの前身ごろやエプロンの装飾な

どに利用します。
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実
用
ぬ
い

   

 模様 No.  00

 押え  基本押え（A）

伏せぬい

丈夫できれいに端を始末するときに使い

ます。

0.7 センチ

布（裏） 布（裏）

布（裏）

布（裏）

1.5 センチ

できあがり線

1 布地を合わせてぬいます。

2 ぬいしろの半分を裁ち落とします。

3 できあがり線を軸に布地を広げ、

2 枚一緒に倒してアイロンをかけます。

4 短いぬいしろを長いぬいしろでくるみ、

折り山の端をぬいます。

布（裏）

  注意
 押えの交換のときは

 電源スイッチを切って

 ください。
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 模様 No.  30

 押え
 手動ボタン穴かがり

 押え（Ｉ）

スカラップ

テーブルクロスやブラウスの衿など、ふ

ち飾りに使います。

1 布端に模様がかからないように

端を残してぬいます。

2 糸を切らないように

ぬい目にそって切ります。

  注意
 押えの交換のときは

 電源スイッチを切って

 ください。

※	 模様ぬいのぬい目の長さは、布に合わせて調整し

てください。厚い布地をぬうと、つまることがあ

ります。

※	 模様を連続でぬう場合は、連続ぬいボタンを使用

してください。（60 ページ参照）
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実
用
ぬ
い

   

 模様 No.  05

 押え
 手動ボタン穴かがり

 押え（Ｉ）

アップリケ

ぬい目を目立たせずにアップリケをつけ

ることができます。

ぬいしろ

2 裏に型紙をあて、出来上がり線で

ぬいしろを折ります。

1 アップリケ布は、３～５ｍｍのぬいしろを

つけてカットします。

  注意
 押えの交換のときは

 電源スイッチを切って

 ください。

3 アップリケ布を土台布の上におき、

しつけまたはのりで仮止めします。

4 プーリーを手前に回し、アップリケ布の外側

に針が落ちるようにしてぬい始めます。

ぬい始めは自動で３針の止めぬいが入ります。

※急な角度をぬう場合は、アップリケ布の外側に

　針を落とした状態で押えを上げて方向を変え

　ながら、少しずつぬい進めます。

5 ぬい終わりに止めぬいをします。

返しぬいボタンを押すと、

その場で３針の止めぬいが入ります。

アップリケ布の外側で止めぬいをするほうが

目立たずきれいに仕上がります。

しつけ

型紙
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ワンポイントぬい / 文字ぬい

   

 模様 No.
 ワンポイント 00 ～ 39

 文字 00 ～ 99

 押え
 手動ボタン穴かがり

 押え（Ｉ）

  注意
 押えの交換のときは

 電源スイッチを切って

 ください。

/

きれいに模様をぬうためには、芯地をはり、ためしぬいをしましょう。

裏面に接着芯地をアイロンで接着させます。

※ぬい目の長さが細かくなりすぎると、下糸が布の表に

　出たり、場合によっては、ぬい詰まることがあります。

　必ず模様調整をして、ためしぬいをしてください。

布地

■ぬう前の準備
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■ダーニング（模様調整）

布の種類や厚さ、接着芯地などの種類により模様が変形することがあ

りますので、必ず同じ布でためしぬいをしてください。

1. 模様調整ボタン  A を押します。

2. 布地をセットし、ためしぬいをします。

3. ぬい目を確認し、調整が必要な場合は、ぬい目の長さ調整ボタン

B で数値 C を変更します。30 ～ -30 の間で調整することがで

きます。

4. 模様調整ボタン  A を押すと、元の画面に戻ります。

○ 正しいぬい上がり × 右上がりの場合 × 右下がりの場合

 を押して

調整します。

A

B

C

を押して

調整します。

模
様
ぬ
い
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■模様（文字）の選び方 例）

を押します。

JUKI

　　 を押して

模様 No.20 を選び

ます。

　　 を押して

模様 No.09 を選び

ます。

を押します。

を押します。

を押します。

　　 を押して

模様 No.20 を選び

ます。

を押します。

を押します。

を押します。

　　 を押して

模様 No.10 を選び

ます。

　　 を押して

模様 No.08 を選び

ます。
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模様（文字）の大きさを変えるには・・・

模様（文字）を選んでから、

① 模様（文字）の幅を変えたい時　 → ぬい目の長さ調整ダイヤルで変更します。

② 模様（文字）の高さを変えたい時 → ぬい目の幅調整ダイヤルで変更します。

1 回押すと、一番最後に選んだ模様を１つ削除します。

長く押すと全ての模様を削除します。

模様（文字）を取り消すには・・・

最大で 70 個のワンポイント模様と文字を組み合わせできます。

模
様
ぬ
い

を押します。

　　 を押して

模様 No.20 を選び

ます。

を 2 回押します。

模様（文字）の組み合わせができる個数は・・・



59

布地を入れて

スタートさせます。

ぬい終わると自動的に止まります。

※模様（文字）によってぬい速度が変わりますので

　ご注意ください。

※ぬい途中で、自動糸切りを使用した場合

　最初の模様（文字）からぬい始めます。

※密着ぬいなどは、ピッチを細かくし過ぎると

　ぬい詰まることがあります。

いらない部分の糸を

ハサミなどで始末します。

■模様（文字）のぬい

■渡り糸の始末のしかた
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模様調整ボタン /

連続ぬいボタン

■組み合わせ模様を連続でぬうには

組み合わせ模様を連続でぬうには

 ボタンを長押しします。

（通常は模様調整の機能になります）

もう一度長押しすると、連続ぬいは解除されます。

模様を記憶させた後

 ボタンを長押しします。

 が点滅します。

例 : を 5 回連続でぬう場合

ミシンをスタートさせます。

5 順目のぬい中に  ボタンを押します。

5 順目の最後の模様をぬってから止まります。

※ 連続ぬい設定をしないでぬい始めても、ぬい中に  ボタンを押すと連続でぬうことができます。

　 この場合も、もう一度  ボタンを押すと、組み合わせの最後の模様をぬってから止まります。

1

2

3

模
様
ぬ
い
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　ひも状につながったパールやビーズ、太めの

　コードをジグザグでぬい付けることができます。

別売品のご紹介

●三つ巻き押え

ホームソーイングをさらに楽しくします！
お買い上げの販売店でお求めください。

　布端を三つ折りにしながらぬっていく方法で、

　シャツやブラウスの裾、フリルやハンカチの

　縁の始末などに使います。

●キルト押え ( 透明タイプ )

●コード刺しゅう押え

●パール付け押え

●ガイド押え

●バインダー押え

●ジグザグ三つ巻き押え

●キルト押え ( オープンタイプ )

　フリーモーションキルトをするときに使います。

　ジグザグ模様でもぬうことができます。

　フリーモーションで使います。

　コードを一緒にぬい付けることができます。

　押えに２ｍｍ間隔の印がついていますので、

　ステッチの間隔の目安になります。

　バイヤステープなどのふちどりテープを四つ折

　りにしながら簡単にぬいつけることができます。

　フリーモーションキルトをするときに使います。

　前側があいているので、針落ち位置を見やすく

　なっています。

　薄地の布端を巻きながらジグザグでぬいます。

　フリルやハンカチの縁の始末などに使います。

●ひも付け押え ( ３本用 )

　細いひも１～３本を３点ジグザグや飾りぬい

　を使ってとめることができます。

●アップリケ押え

●コンシール R ファスナー押え

　ファスナーやぬい目が布地の表に出ないので、

　つき合せの状態で、あきの始末ができます。

　押えの前後が短いのでカーブも動かしやすく、

　透明なので布を見やすくなっています。

●直線用針板

　針板の穴が小さいので、生地が穴に入り込まず

　きれいに仕上げることができます。

●棒定規

　一定間隔のステッチが入れられます。

●キルト押え ( 標準タイプ )

　フリーモーションキルトをするときに使います。
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●ボタン付け押え

　２つ穴、４つ穴のボタン付けができます。

　ぬい合わせた布の際にステッチをかける

　落としぬいに便利です。

●上送り押え

　キルティングやベルベットなどのぬいずれを

　防ぎます。

●スムース押え

　滑りにくい素材（ビニールなど）に使います。

●オープン押え

●落しぬい押え

●パッチワーク押え

　押えの手前が開いており、針元が見やすく

　アップリケなどの模様ぬいに適しています。

　幅 1/4 インチ（6.4 mm）と幅 1/8 インチ

　（3.2 mm）のぬいしろでピーシングが可能です。

　パッチワークに最適。

●ハトメパンチ

　ハトメ穴かがりのホール部分に穴を開けるとき

　に使います。

●水平糸巻き当座（小）

　付属の糸巻き当座では対応できない、小さい

　糸ゴマの固定に使います。
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足の高さを調整し、ミシン本体とテーブル面

は平らになるようセットします。

1 ミシンの補助ベッドを取り外します。

2 ワイドテーブルの足を

カチッというまで立ち上げます。

3 ワイドテーブルをミシンのフリーアーム部

に、はめ込みます。

4

・テーブルの上に重いものを乗せないで下さい。

・テーブルをミシンに取り付けた状態でミシンを移動させないで下さい。
注意

大きなものをぬうときに便利です。

■ワイドテーブルの取り付け方

テーブルを本体に

はめ込みます。

（矢印３か所を押え

込みます）

1

1

2

2

テーブルを浮かせて、

A 部分を付き当てる

ように挿入します。

A

ワイドテーブルの取り付け方
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内がまを取り付けます。

A と B があたるように内がまを入れます。

針板を取り付けます。

針板を取り付けるときは、

位置決めピンに針板穴

をはめ込んでください。

ミシンのお手入れ

糸くずやほこりがたまると、故障の原因になることが

あります。常にきれいにしておきましょう。

内がま

針板

A

B

1 針板を外します。

針や押えを外して、付属品の専用ドライバーで

針板を外します。

2 内がまを取ります。

3 糸くずやほこりを取り除きます。

送り歯や、内がまの周辺の糸くずやほこりを、

付属品の掃除用ブラシを使ってきれいにします。

4

ミシンのお手入れをするときは電源

スイッチを切り、室内コンセントか

らプラグを抜いてください。

注意



下記のことをお調べのうえ、それでも具合の悪い場合は、お買い求め販売店にご相談ください。

症  状 原因（理由） 処置方法
参考

ページ

●ぬっているとき急に

　回転しなくなった。

　（はずみ車が手で普通

　に回せる）

●ゆっくりぬいを長時間行ったとき。

※モーターの異常発熱を防ぐため、

　安全装置が働いてミシンが停止する

　しくみになっています。

●電源スイッチを切り、しばらく（約

　10 分間）すると安全装置が復帰し、

　正常に戻ります。

3

●ぬっているとき急に

　回転しなくなった。

　（はずみ車が重い。）

●糸がからんでいたり、針が曲がって

　いると、モーターがロックし、一時

　的に安全装置が働いて、ミシンが停

　止します。

●糸からみなどの原因を取り除きま

　す。

●針の曲がりなどを調べます。

※このとき、電源スイッチを切って

　ください。

-

25

●ミシンが回転後すぐ

　止まる。

●温度がいちじるしく低い場合や、糸

　からみなどにより、モーターの負荷

　が増大したとき、モーターの発熱を

　防ぐため安全装置が働いて、ミシン

　が停止します。

●ミシンが部屋の温度になじむまで、

　しばらく待ちます。

●糸からみなどの原因を取り除きま

　す。

3

-

●スタートさせても

　ミシンが動かない。

●押えが上がっている。 ●押えを下げてスタートボタン

　を押します。

14

●スタート・ストップ

　ボタンを押しても

　ミシンが回らない。

　（ランプはつく）

●押えの付け間違えにより、針が押え

　に当っている。

●針が外れてかまの中に落したまま

　スタートさせたとき。

●模様に合った押えに取り替えます。

●針を取り除きます。

-

-

●針が折れる。 ●細い針で厚物をぬったとき。

●針が奥まできちんと入っていない

　とき。

●針止めネジのしめ方が弱いとき。

●模様に対して押えが間違っている

　とき。

●布地、ミシン糸、ミシン針の関係

　を調べます。

●針の取り付け方を調べます。

●針止めネジをしっかりしめます。

●模様と押えの関係を調べます。

26

25

25

-

●回転音が重い、

　または、音が高い。

●送り歯にゴミがたまっているとき。

●かまに糸クズがたまっているとき。

●ミシンのお手入れをします。

●ミシンのお手入れをします。

64

64

●布を送らない。 ●ぬい目の長さが０になっている。

●タオル地などやわらかい布地のとき。

●ドロップフィード状態（つまみが右）

　になっている。

●模様を選びなおすと模様の適正な

　ぬい目の長さがセットされます。

●ぬい目の長さを 3 ～ 5 にします。

●つまみを左にします。

32

-

28

故障かな・・・というときは

65



症  状 原因（理由） 処置方法
参考

ページ

●糸通しができない。

　（糸通しのフックが

　回転しない）

●糸通しのフックが

　針穴に入らない。

●針が上に上がっていないとき。

※針が上がっていないときは、フック

　の保護のため回転しないしくみに

　なっています。

●針が奥まできちんと入っていない

　とき。

●はずみ車を回して、針を上に上げ

　ます。

●針の取り付け方を調べます。 

23

25

●糸通しレバーが戻らず、

　ミシンが回らなく

　なった。

　（針穴の中に糸通しの

　フックが入ったまま）

●糸通しレバーを下げたまま（糸通し

　中）誤ってミシンを回してしまった

　とき。

●はずみ車を手でわずかに向こう側

　（ぬうときと反対）に回します。

-

●スタート・ストップ

　ボタンを押してもミシン

　がスタートしない。

●足踏みのコントローラーが差し込ん

　であるとき。

●コントローラーを外せば

　スタート・ストップボタンを使用

　できます。

-

●糸が切れる。

●ぬい目が飛ぶ。

●糸のかけ方が間違っているとき。

●糸にこぶや結び目があるとき。

●手動糸調子の合わせ方が悪いとき。

●針が曲がったていたり、針先が

　つぶれているとき。

●針の取り付け方が間違っているとき。

●下糸の通し方が間違っているとき。

●ボビンが内がまの中で滑らかに

　回らないとき。

●針と糸の太さが合っていないとき。

●天びんに糸がかかっていないとき。

●糸をかける順序を調べてかけ直し

　ます。

●糸こぶや結び目を取り除きます。

●模様、ミシン糸の関係を調べて

　合わせます。

●針を取り替えます。

●針を正しく取り付けます。

●下糸の通し方を調べます。

●下糸の巻き方を調べます。

●ミシン糸、針の関係をよく調べ

　ます。

●糸のかけ方を調べます。

21

-

27

25

25

19

-

26

21

●ぬい調子が合わない。 ●上糸のかけ方が間違っているとき。

●下糸のセットが間違っているとき。

●糸ゴマキャップの向きが糸ゴマに

　合っていないとき。

●糸のかけ方を調べます。

●下糸のセット方法を調べます。

●糸ゴマに合ったキャップの向きで

　取り付けます。

21

19

21

●ぬい目にしわができる。 ●薄物に対してぬい目が大きいとき。

●針先がつぶれているとき。

●ぬい目を細かくします。

●針を取り替えます。

32

25

66



模様一覧
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エロンゲーション模様

文字

ワンポイント模様









■アフターサービスと保証アフターサービスと保証

後日のために記入しておいてください。

サービスを依頼されるときお役に立ちます。

●このミシンには保証書がついています。

●保証書は、お買い上げのお店で所定事項を記入してお渡しいたしますので、記載内容をご確認いただき、

　大切に保存してください。

●保証期間は、お買い上げの日から 1 年間です。

●保証期間中でも有料になることがありますので、ご了承ください。

　（保証書に詳細を記載してありますので、そちらをご覧ください。）

●このミシンは日本国内専用機種ですので、海外でのご使用はできません。また、海外での保証、

　アフターサービスは受けることができません。

●保証期間経過後の修理につきましては、お買い上げのお店にご相談ください。

　当社は、このミシンの補修用性能部品を、製造打ち切り時点から最低 8 年間保有しています。

Copyright © 2014-2025 JUKI CORPORATION
本書の内容を無断で転載、複写することを禁止します。

031225031225

〒 206-8551　東京都多摩市鶴牧 2-11-1

購入店名

電話（　　 　-　  　　-　　　 　）

購入年月日：　 　年　 　月　 　日

アフターサービスについて、ご相談、ご要望が

ございましたら、お買い上げのお店、

または下記のお客様相談室へお問い合わせください。

TEL. 042-357-2346

年末年始・夏季休暇・祝祭日を除く

平日（月～金）9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00

■仕様表仕様表

項   目  仕          様

 本体寸法  幅 44.5 ×高さ 29.2 ×奥行 22.3（cm）

 ケースセット時寸法  幅 48.0 ×高さ 29.5 ×奥行 24.0（cm）

 本体重量  9.4 kg

 定格電圧／消費電力  100V ／ 65W    50 ／ 60Hz

40155019-3


